
JP 2019-516821 A5 2020.5.14

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年5月14日(2020.5.14)

【公表番号】特表2019-516821(P2019-516821A)
【公表日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2019-023
【出願番号】特願2018-552185(P2018-552185)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  11/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/655    (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  69/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/78     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/545    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/483    (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/49     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ   11/28     ＣＳＰＪ
   Ｃ０７Ｆ    9/655    　　　　
   Ｃ０９Ｂ   69/10     　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   21/78     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   33/543    ５９７　
   Ｇ０１Ｎ   33/545    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/68     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｎ   33/483    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   21/49     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月3日(2020.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の構造（Ｉ）：
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【化１】

を有する化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合およ
び少なくとも１の共役度を含む部分であり；
　Ｌ1は、各存在において、独立して、ｉ）選択肢的なアルキレン、アルケニレン、アル
キニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもしくはヘテロ
原子リンカー；またはｉｉ）２個の相補的反応性基の反応によって形成できる官能基を含
むリンカー、のいずれかであり；
　Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレン、アルケニレン、
アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもしくはヘ
テロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、長さが３原子より大きいヘテロアルキレン、ヘテ
ロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり、ここで該ヘテロアルキレン、
ヘテロアルケニレンおよびヘテロアルキニレンリンカー中のヘテロ原子は、Ｏ、Ｎおよび
Ｓから選択され；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、ヘテロアルキル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、もしくはその保護された形
態、またはＬ’であり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｒaは、ＯまたはＳであり；
　Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；
　Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲd、ＯＬ’、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、ヘテ
ロアルキル、ヘテロアルコキシ、アルキルエーテル、アルコキシアルキルエーテル、ホス
フェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホスホアルキルエ
ーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒdは、対イオンであり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、標的化部分、固体支持体または相補的
反応性基Ｑ′と共有結合を形成できる反応性基またはその保護された形態を含む部分であ
り；
　Ｌ’は、各存在において、独立して、Ｑへの共有結合を含むリンカー、標的化部分への
共有結合を含むリンカー、分析物分子への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有
結合を含むリンカー、固体支持体残基への共有結合を含むリンカー、ヌクレオシドへの共
有結合を含むリンカーまたは構造（Ｉ）のさらなる化合物への共有結合を含むリンカーで
あり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、１またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
【請求項２】
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Ｌ4は、各存在において、独立して、アルキレンオキシドリンカーである、請求項１に記
載の化合物。
【請求項３】
Ｌ4は、ポリエチレンオキシドであり、前記化合物は、以下の構造（ＩＡ）：
【化２】

を有し、ここでｚは、２～１００の整数である、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
ｚは、３～６の整数である、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
Ｌ1は、以下の構造：
【化３】

のうちの１つを有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
前記化合物は、以下の構造（ＩＢ）：

【化４】

を有し、ここで：
　ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、独立して、０～６の整数であり、そして
　ｚは、２～１００の整数である、
請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
ｘ1およびｘ3は、各存在において、各々０であり、ｘ2およびｘ4は、各存在において、各
々１である、請求項６に記載の化合物。
【請求項８】
ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、各々１である、請求項６に記載の化合物。
【請求項９】
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Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、Ｏ-またはＯＲdであり、Ｒ5は、各存在におい
て、オキソである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
Ｒ1は、各存在において、Ｈである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、請求項１に記載の
化合物。
【請求項１２】
Ｒcは、ＯＬ’である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
Ｌ’は、Ｑ、標的化部分、分析物分子、固体支持体、固体支持体残基、ヌクレオシドまた
は構造（Ｉ）のさらなる化合物への、ヘテロアルキレンリンカーである、請求項１２に記
載の化合物。
【請求項１４】
Ｌ’は、アルキレンオキシドもしくはホスホジエステル部分、またはこれらの組み合わせ
を含む、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
Ｌ’は、以下の構造：
【化５】

を有し、ここで：
　ｍ”およびｎ”は、独立して、１～１０の整数であり；
　Ｒeは、Ｈ、電子対または対イオンであり；
　Ｌ”は、Ｒeもしくは直接結合であるか、またはＱ、標的化部分、分析物分子、固体支
持体、固体支持体残基、ヌクレオシドもしくは構造（Ｉ）のさらなる化合物への、連結で
ある、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
前記標的化部分は、抗体または細胞表面レセプターアンタゴニストである、請求項１３に
記載の化合物。
【請求項１７】
Ｒ2またはＲ3は、以下の構造：
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【化６】
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【化７】

のうちの１つを有する、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１８】
Ｑは、スルフヒドリル、ジスルフィド、活性化エステル、イソチオシアネート、アジド、
アルキン、アルケン、ジエン、ジエノフィル、酸ハライド、スルホニルハライド、ホスフ
ィン、α－ハロアミド、ビオチン、アミノまたはマレイミド官能基を含む、請求項１に記
載の化合物。
【請求項１９】
Ｑは、マレイミド官能基を含む、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２０】
Ｑは、表１から選択される部分を含む、請求項１に記載の化合物。
【請求項２１】
ｍは、各存在において、独立して、１～１０の整数である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２２】
ｍは、各存在において、独立して、１～５の整数である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２３】
ｎは、１～１０の整数である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２４】
Ｍは、各存在において、独立して、ピレン、ペリレン、ペリレンモノイミドもしくは６－
ＦＡＭまたはその誘導体である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２５】
Ｍは、各存在において、独立して、以下の構造：



(7) JP 2019-516821 A5 2020.5.14

【化８】

のうちの１つを有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項２６】
表２から選択される化合物である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２７】
サンプルを染色するための方法であって、該方法は、該サンプルに、請求項１に記載の化
合物を、該サンプルが適切な波長で照射される場合に光学的応答を生じるために十分な量
で添加する工程を包含する方法。
【請求項２８】
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物分子への共有結合を含むリンカーである請求項１の化
合物を提供する工程；および
　（ｂ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
【請求項２９】
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである請求項１に記載
の化合物と、該分析物分子とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子の結合体を形成する工程；ならびに
　（ｃ）該結合体をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
【請求項３０】
分析物を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物に対する特異性を有する標的化部分への共有結合を含
むリンカーを含む請求項１に記載の化合物を提供する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物を混合し、それによって、該標的化部分および該分析物
を会合させる工程；ならびに
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　（ｃ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
【請求項３１】
請求項１に記載の化合物および１もしくはこれより多くの分析物分子を含む、組成物。
【請求項３２】
以下の構造（ＩＩ）：
【化９】

を有する化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで：
　Ｇは、各存在において、独立して、相補的反応性基と共有結合を形成できる反応性基ま
たはその保護されたアナログを含む部分であり；
　Ｌ1a、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレン、アルケニ
レン、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもし
くはヘテロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、長さが３原子より大きいヘテロアルキレン、ヘテ
ロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり、ここで該ヘテロアルキレン、
ヘテロアルケニレンおよびヘテロアルキニレンリンカー中のヘテロ原子は、Ｏ、Ｎおよび
Ｓから選択され；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、ヘテロアルキル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、ＱまたはＬ’であり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｒaは、ＯまたはＳであり；
　Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；
　Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲd、ＯＬ’、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、アル
キルエーテル、アルコキシアルキルエーテル、ホスフェート、チオホスフェート、ホスホ
アルキル、チオホスホアルキル、ホスホアルキルエーテルまたはチオホスホアルキルエー
テルであり；
　Ｒdは、対イオンであり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、標的化部分、固体支持体もしくは相補
的反応性基Ｑ′と共有結合を形成できる反応性基またはその保護されたアナログを含む部
分であり；
　Ｌ’は、各存在において、独立して、Ｑへの共有結合を含むリンカー、標的化部分への
共有結合を含むリンカー、分析物分子への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有
結合を含むリンカー、固体支持体残基への共有結合を含むリンカー、ヌクレオシドへの共
有結合を含むリンカーまたは構造（ＩＩ）のさらなる化合物への共有結合を含むリンカー
であり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、１またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
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化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
【請求項３３】
分析物分子または標的化部分を標識するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである請求項３２に記
載の化合物と、該分析物分子または該標的化部分とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子または該標的化部分の結合体を形成する工程；なら
びに
　（ｃ）該結合体と式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを反応させて、それによって、少なくと
も１個のＧおよび少なくとも１個のＧ′の反応によって少なくとも１個の共有結合を形成
する工程、
を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
【請求項３４】
分析物分子または標的化部分を標識するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである請求項３２に記
載の化合物と、式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを混合し、それによって、ＧおよびＧ′の反
応によって少なくとも１個の共有結合を形成する工程；ならびに
　（ｂ）工程（Ａ）の生成物と該分析物分子または標的化部分とを反応させ、それによっ
て、工程（Ａ）の生成物および該分析物分子または標的化部分の結合体を形成する工程、
を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
【請求項３５】
請求項１に記載の化合物を調製するための方法であって、該方法は、請求項３２に記載の
化合物と式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを混合し、それによって、ＧおよびＧ′の反応によ
って少なくとも１個の共有結合を形成する工程を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
【請求項３６】
Ｙ個の蛍光部分Ｍを含む蛍光化合物であって、ここで該蛍光化合物は、所定の波長の紫外
線での励起の際に、同じ波長の紫外線での励起の際の１個のＭ部分のピーク蛍光発光より
Ｙ倍の少なくとも８５％のピーク蛍光発光を有し、ここでＹは、２またはこれより大きな
整数である、蛍光化合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４６３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０４６３】
　前述から、本発明の具体的実施形態が例証目的のために本明細書で記載されてきたもの
の、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、種々の改変がなされ得ることは認識
される。よって、本発明は、添付の特許請求の範囲による場合を除いて限定されない。

　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕
以下の構造（Ｉ）：
【化８２】

を有する化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで：
　Ｍは、各存在において、独立して、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合およ
び少なくとも１の共役度を含む部分であり；
　Ｌ1は、各存在において、独立して、ｉ）選択肢的なアルキレン、アルケニレン、アル
キニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもしくはヘテロ
原子リンカー；またはｉｉ）２個の相補的反応性基の反応によって形成できる官能基を含
むリンカー、のいずれかであり；
　Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレン、アルケニレン、
アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもしくはヘ
テロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、長さが３原子より大きいヘテロアルキレン、ヘテ
ロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり、ここで該ヘテロアルキレン、
ヘテロアルケニレンおよびヘテロアルキニレンリンカー中のヘテロ原子は、Ｏ、Ｎおよび
Ｓから選択され；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、ヘテロアルキル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、Ｑ、もしくはその保護された形
態、またはＬ’であり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｒaは、ＯまたはＳであり；
　Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；
　Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲd、ＯＬ’、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、ヘテ
ロアルキル、ヘテロアルコキシ、アルキルエーテル、アルコキシアルキルエーテル、ホス
フェート、チオホスフェート、ホスホアルキル、チオホスホアルキル、ホスホアルキルエ
ーテルまたはチオホスホアルキルエーテルであり；
　Ｒdは、対イオンであり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、標的化部分、固体支持体または相補的
反応性基Ｑ′と共有結合を形成できる反応性基またはその保護された形態を含む部分であ
り；
　Ｌ’は、各存在において、独立して、Ｑへの共有結合を含むリンカー、標的化部分への
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共有結合を含むリンカー、分析物分子への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有
結合を含むリンカー、固体支持体残基への共有結合を含むリンカー、ヌクレオシドへの共
有結合を含むリンカーまたは構造（Ｉ）のさらなる化合物への共有結合を含むリンカーで
あり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、１またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
〔２〕
Ｌ4は、各存在において、独立して、ヘテロアルキレンリンカーである、前記〔１〕に記
載の化合物。
〔３〕
Ｌ4は、各存在において、独立して、アルキレンオキシドリンカーである、前記〔２〕に
記載の化合物。
〔４〕
Ｌ4は、ポリエチレンオキシドであり、前記化合物は、以下の構造（ＩＡ）：
【化８３】

を有し、ここでｚは、２～１００の整数である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５〕
ｚは、３～６の整数である、前記〔４〕に記載の化合物。
〔６〕
Ｌ1は、各存在において、２個の相補的反応性基の反応によって形成できる官能基を含む
リンカーである、前記〔１〕に記載の化合物。
〔７〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、前記官能基は、アルデヒド、オキシム、ヒドラゾ
ン、アルキン、アミン、アジド、アシルアジド、アシルハライド、ニトリル、ニトロン、
スルフヒドリル、ジスルフィド、スルホニルハライド、イソチオシアネート、イミドエス
テル、活性化エステル、ケトン、α，β－不飽和カルボニル、アルケン、マレイミド、α
－ハロイミド、エポキシド、アジリジン、テトラジン、テトラゾール、ホスフィン、ビオ
チンまたはチイラン官能基と、相補的反応性基との反応によって形成できる、前記〔６〕
に記載の化合物。
〔８〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、前記官能基は、アルキンおよびアジドの反応によ
って形成できる、前記〔６〕に記載の化合物。
〔９〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、前記官能基は、アルケン、エステル、アミド、チ
オエステル、チオウレア、ジスルフィド、カルボン酸、複素環式またはヘテロアリール基
を含む、前記〔６〕に記載の化合物。
〔１０〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、Ｌ1は、トリアゾリル官能基を含むリンカーである
、前記〔６〕に記載の化合物。
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〔１１〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、Ｌ1－Ｍは、以下の構造：
【化８４】

を有し、ここでＬ1aおよびＬ1bは、各々独立して、選択肢的なリンカーである、前記〔６
〕に記載の化合物。
〔１２〕
Ｌ1の少なくとも１個の存在に関して、Ｌ1－Ｍは、以下の構造：
【化８５】

を有し、ここでＬ1aおよびＬ1bは、各々独立して、選択肢的なリンカーである、前記〔６
〕に記載の化合物。
〔１３〕
Ｌ1aもしくはＬ1b、または両方は、非存在である、前記〔１１〕に記載の化合物。
〔１４〕
Ｌ1aもしくはＬ1b、または両方は、存在する、前記〔１１〕に記載の化合物。
〔１５〕
Ｌ1aおよびＬ1bは、存在する場合、各々独立して、アルキレンまたはヘテロアルキレンで
ある、前記〔１４〕に記載の化合物。
〔１６〕
Ｌ1aおよびＬ1bは、存在する場合、独立して、以下の構造：
【化８６】

のうちの１つを有する、前記〔１４〕に記載の化合物。
〔１７〕
Ｌ1は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレンまたはヘテロアルキレンリン
カーである、前記〔１〕に記載の化合物。
〔１８〕
Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、Ｃ1－Ｃ6アルキレン、Ｃ2－Ｃ6アルケニレ
ンまたはＣ2－Ｃ6アルキニレンである、前記〔１〕に記載の化合物。
〔１９〕
前記化合物は、以下の構造（ＩＢ）：
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【化８７】

を有し、ここで：
　ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、独立して、０～６の整数であり、そして
　ｚは、２～１００の整数である、
前記〔１〕に記載の化合物。
〔２０〕
ｘ1、ｘ2、ｘ3またはｘ4のうちの少なくとも１個の存在は、１である、前記〔１９〕に記
載の化合物。
〔２１〕
ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、各々１である、前記〔１９〕に記載の化合
物。
〔２２〕
Ｌ1は、各存在において、独立して、トリアゾリル官能基を含む、前記〔１９〕に記載の
化合物。
〔２３〕
Ｌ1は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレンまたはヘテロアルキレンリン
カーである、前記〔１９〕に記載の化合物。
〔２４〕
Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、Ｏ-またはＯＲdである、前記〔１〕に記載の
化合物。
〔２５〕
Ｒ5は、各存在において、オキソである、前記〔１〕に記載の化合物。
〔２６〕
Ｒ1は、各存在において、Ｈである、前記〔１〕に記載の化合物。
〔２７〕
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、前記〔
１〕に記載の化合物。
〔２８〕
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである、前記〔１〕に記載
の化合物。
〔２９〕
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、前記〔１〕に記載
の化合物。
〔３０〕
Ｒcは、ＯＬ’である、前記〔２９〕に記載の化合物。
〔３１〕
Ｌ’は、Ｑ、標的化部分、分析物分子、固体支持体、固体支持体残基、ヌクレオシドまた
は構造（Ｉ）のさらなる化合物への、ヘテロアルキレンリンカーである、前記〔３０〕に
記載の化合物。
〔３２〕
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Ｌ’は、アルキレンオキシドもしくはホスホジエステル部分、またはこれらの組み合わせ
を含む、前記〔３１〕に記載の化合物。
〔３３〕
Ｌ’は、以下の構造：
【化８８】

を有し、ここで：
　ｍ”およびｎ”は、独立して、１～１０の整数であり；
　Ｒeは、Ｈ、電子対または対イオンであり；
　Ｌ”は、Ｒeもしくは直接結合であるか、またはＱ、標的化部分、分析物分子、固体支
持体、固体支持体残基、ヌクレオシドもしくは構造（Ｉ）のさらなる化合物への、連結で
ある、
前記〔３２〕に記載の化合物。
〔３４〕
前記標的化部分は、抗体または細胞表面レセプターアンタゴニストである、前記〔３１〕
に記載の化合物。
〔３５〕
Ｒ2またはＲ3は、以下の構造：

【化８９】
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【化９０】

のうちの１つを有する、前記〔２９〕に記載の化合物。
〔３６〕
Ｒ2またはＲ3は、以下の構造：
【化９１】

を有する、前記〔２９〕に記載の化合物。
〔３７〕
Ｑは、求核性反応性基、求電子性反応性基または環化付加反応性基を含む、前記〔１〕に
記載の化合物。
〔３８〕
Ｑは、スルフヒドリル、ジスルフィド、活性化エステル、イソチオシアネート、アジド、
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アルキン、アルケン、ジエン、ジエノフィル、酸ハライド、スルホニルハライド、ホスフ
ィン、α－ハロアミド、ビオチン、アミノまたはマレイミド官能基を含む、前記〔３７〕
に記載の化合物。
〔３９〕
前記活性化エステルは、Ｎ－スクシンイミドエステル、イミドエステルまたはポリフルオ
ロフェニルエステルである、前記〔３８〕に記載の化合物。
〔４０〕
前記アルキンは、アルキルアジドまたはアシルアジドである、前記〔３８〕に記載の化合
物。
〔４１〕
Ｑは、表１から選択される部分を含む、前記〔１〕に記載の化合物。
〔４２〕
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、分析物分子への共有結合を含むリンカー、標的化部分への共有結合
を含むリンカー、または固体支持体への共有結合を含むリンカーである、前記〔１〕に記
載の化合物。
〔４３〕
前記分析物分子は、核酸、アミノ酸またはこれらのポリマーである、前記〔４２〕に記載
の化合物。
〔４４〕
前記分析物分子は、酵素、レセプター、レセプターリガンド、抗体、糖タンパク質、アプ
タマーまたはプリオンである、前記〔４２〕に記載の化合物。
〔４５〕
前記標的化部分は、抗体または細胞表面レセプターアンタゴニストである、前記〔４２〕
に記載の化合物。
〔４６〕
前記固体支持体は、ポリマービーズまたは非ポリマービーズである、前記〔４２〕に記載
の化合物。
〔４７〕
ｍは、各存在において、独立して、１～１０の整数である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔４８〕
ｍは、各存在において、独立して、１～５の整数である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔４９〕
ｎは、１～１００の整数である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５０〕
ｎは、１～１０の整数である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５１〕
Ｍは、各存在において、独立して、４個もしくはこれより多くのアリールもしくはヘテロ
アリール環、またはこれらの組み合わせを含む部分である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５２〕
Ｍは、各存在において、独立して、蛍光性または有色である、前記〔１〕に記載の化合物
。
〔５３〕
Ｍは、蛍光性である、前記〔５２〕に記載の化合物。
〔５４〕
Ｍは、各存在において、独立して、少なくとも４個の縮合環を含む縮合多環式アリール部
分を含む、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５５〕
Ｍは、各存在において、独立して、ジメチルアミノスチルベン、キナクリドン、フルオロ
フェニル－ジメチル－ＢＯＤＩＰＹ、ｈｉｓ－フルオロフェニル－ＢＯＤＩＰＹ、アクリ
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ジン、テリレン、セキシフェニル、ポルフィリン、ベンゾピレン、（フルオロフェニル－
ジメチル－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、（ビス－フルオロフェニル
－ジフルオロボラ－ジアザ－インダセン）フェニル、クアテルフェニル、ビ－ベンゾチア
ゾール、ター－ベンゾチアゾール、ビ－ナフチル、ビ－アントラシル、スクアライン、ス
クアリリウム、９，１０－エチニルアントラセンまたはター－ナフチル部分である、前記
〔１〕に記載の化合物。
〔５６〕
Ｍは、各存在において、独立して、ｐ－ターフェニル、ペリレン、アゾベンゼン、フェナ
ジン、フェナントロリン、アクリジン、チオキサントレン、クリセン、ルブレン、コロネ
ン、シアニン、ペリレンイミド、もしくはペリレンアミドまたはその誘導体である、前記
〔１〕に記載の化合物。
〔５７〕
Ｍは、各存在において、独立して、クマリン染料、レゾルフィン染料、ジピロメテンボロ
ンジフルオリド染料、ルテニウムビピリジル染料、エネルギー移動染料、チアゾールオレ
ンジ染料、ポリメチンまたはＮ－アリール－１，８－ナフタルイミド染料である、前記〔
１〕に記載の化合物。
〔５８〕
Ｍは、各存在において、独立して、ピレン、ペリレン、ペリレンモノイミドもしくは６－
ＦＡＭまたはその誘導体である、前記〔１〕に記載の化合物。
〔５９〕
Ｍは、各存在において、独立して、以下の構造：

【化９２】

のうちの１つを有する、前記〔１〕に記載の化合物。
〔６０〕
表２から選択される化合物。
〔６１〕
サンプルを染色するための方法であって、該方法は、該サンプルに、前記〔１〕に記載の
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化合物を、該サンプルが適切な波長で照射される場合に光学的応答を生じるために十分な
量で添加する工程を包含する方法。
〔６２〕
前記光学的応答は、蛍光応答である、前記〔６１〕に記載の方法。
〔６３〕
前記サンプルは、細胞を含む、前記〔６１〕に記載の方法。
〔６４〕
前記細胞をフローサイトメトリーによって観察する工程をさらに包含する、前記〔６３〕
に記載の方法。
〔６５〕
前記蛍光応答を、検出可能に異なる光学的特性を有する第２の発蛍光団の蛍光応答から区
別する工程をさらに包含する、前記〔６２〕に記載の方法。
〔６６〕
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物分子への共有結合を含むリンカーである前記〔１〕の
化合物を提供する工程；および
　（ｂ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
〔６７〕
分析物分子を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである前記〔１〕に記
載の化合物と、該分析物分子とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子の結合体を形成する工程；ならびに
　（ｃ）該結合体をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
〔６８〕
分析物を視覚的に検出するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、該分析物分子に対する特異性を有する標的化部分への共有結合
を含むリンカーを含む前記〔１〕に記載の化合物を提供する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物を混合し、それによって、該標的化部分および該分析物
を会合させる工程；ならびに
　（ｃ）該化合物をその視覚的特性によって検出する工程、
を包含する方法。
〔６９〕
前記〔１〕に記載の化合物および１もしくはこれより多くの分析物分子を含む、組成物。
〔７０〕
前記１もしくはこれより多くの分析物分子の検出のための分析方法における前記〔６９〕
に記載の組成物の使用。
〔７１〕
以下の構造（ＩＩ）：
【化９３】
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を有する化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体であって、ここで：
　Ｇは、各存在において、独立して、相補的反応性基と共有結合を形成できる反応性基ま
たはその保護されたアナログを含む部分であり；
　Ｌ1a、Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、選択肢的なアルキレン、アルケニ
レン、アルキニレン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレンもし
くはヘテロ原子リンカーであり；
　Ｌ4は、各存在において、独立して、長さが３原子より大きいヘテロアルキレン、ヘテ
ロアルケニレンまたはヘテロアルキニレンリンカーであり、ここで該ヘテロアルキレン、
ヘテロアルケニレンおよびヘテロアルキニレンリンカー中のヘテロ原子は、Ｏ、Ｎおよび
Ｓから選択され；
　Ｒ1は、各存在において、独立して、Ｈ、アルキルまたはアルコキシであり；
　Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、Ｈ、ＯＨ、ＳＨ、アルキル、アルコキシ、アルキルエ
ーテル、ヘテロアルキル、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒc、ＱまたはＬ’であり；
　Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり
；
　Ｒ5は、各存在において、独立して、オキソ、チオキソまたは非存在であり；
　Ｒaは、ＯまたはＳであり；
　Ｒbは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲdまたはＳＲdであり；
　Ｒcは、ＯＨ、ＳＨ、Ｏ-、Ｓ-、ＯＲd、ＯＬ’、ＳＲd、アルキル、アルコキシ、アル
キルエーテル、アルコキシアルキルエーテル、ホスフェート、チオホスフェート、ホスホ
アルキル、チオホスホアルキル、ホスホアルキルエーテルまたはチオホスホアルキルエー
テルであり；
　Ｒdは、対イオンであり；
　Ｑは、各存在において、独立して、分析物分子、標的化部分、固体支持体もしくは相補
的反応性基Ｑ′と共有結合を形成できる反応性基またはその保護されたアナログを含む部
分であり；
　Ｌ’は、各存在において、独立して、Ｑへの共有結合を含むリンカー、標的化部分への
共有結合を含むリンカー、分析物分子への共有結合を含むリンカー、固体支持体への共有
結合を含むリンカー、固体支持体残基への共有結合を含むリンカー、ヌクレオシドへの共
有結合を含むリンカーまたは構造（ＩＩ）のさらなる化合物への共有結合を含むリンカー
であり；
　ｍは、各存在において、独立して、０またはこれより大きな整数であるが、ただしｍの
少なくとも１個の存在は、１またはこれより大きな整数であり；そして
　ｎは、１またはこれより大きな整数である、
化合物、またはその立体異性体、塩もしくは互変異性体。
〔７２〕
Ｇは、各存在において、独立して、アルデヒド、オキシム、ヒドラゾン、アルキン、アミ
ン、アジド、アシルアジド、アシルハライド、ニトリル、ニトロン、スルフヒドリル、ジ
スルフィド、スルホニルハライド、イソチオシアネート、イミドエステル、活性化エステ
ル、ケトン、α，β－不飽和カルボニル、アルケン、マレイミド、α－ハロイミド、エポ
キシド、アジリジン、テトラジン、テトラゾール、ホスフィン、ビオチンまたはチイラン
官能基を含む、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔７３〕
Ｇは、各存在において、独立して、アルキンまたはアジド基を含む、前記〔７１〕に記載
の化合物。
〔７４〕
Ｇは、各存在において、独立して、前記相補的反応性基との反応に際して、アルケン、エ
ステル、アミド、チオエステル、ジスルフィド、カルボン酸基、複素環式またはヘテロア
リール基を含む官能基を形成できる反応性基を含む、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔７５〕
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前記ヘテロアリールは、トリアゾリルである、前記〔７４〕に記載の化合物。
〔７６〕
Ｌ2およびＬ3は、各存在において、独立して、Ｃ1－Ｃ6アルキレン、Ｃ2－Ｃ6アルケニレ
ンまたはＣ2－Ｃ6アルキニレンである、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔７７〕
前記化合物は、以下の構造（ＩＩＡ）：
【化９４】

を有し、ここで：
　ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、独立して、０～６の整数である、
前記〔７１〕に記載の化合物。
〔７８〕
各Ｌ1aは、非存在である、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔７９〕
各Ｌ1aは、存在する、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔８０〕
Ｌ1aは、各存在において、独立して、ヘテロアルキレンである、前記〔７９〕に記載の化
合物。
〔８１〕
Ｌ1aは、以下の構造：

【化９５】

を有する、前記〔８０〕に記載の化合物。
〔８２〕
Ｇは、各存在において、独立して、

【化９６】

である、前記〔８１〕に記載の化合物。
〔８３〕
ｘ1、ｘ2、ｘ3またはｘ4のうちの少なくとも１個の存在は、１である、前記〔７７〕に記
載の化合物。
〔８４〕
ｘ1、ｘ2、ｘ3およびｘ4は、各存在において、各々１である、前記〔７７〕に記載の化合
物。
〔８５〕
Ｌ4は、前記〔２〕～〔５〕のいずれか１項に定義されるとおりである、前記〔７１〕に
記載の化合物。
〔８６〕
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Ｒ4は、各存在において、独立して、ＯＨ、Ｏ-またはＯＲdである、前記〔７１〕に記載
の化合物。
〔８７〕
Ｒ5は、各存在において、オキソである、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔８８〕
Ｒ1は、Ｈである、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔８９〕
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、前記〔
７１〕に記載の化合物。
〔９０〕
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである、前記〔７１〕に記
載の化合物。
〔９１〕
Ｒ2およびＲ3は、各々独立して、－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcである、前記〔７１〕に記
載の化合物。
〔９２〕
Ｒcは、ＯＬ’である、前記〔９１〕に記載の化合物。
〔９３〕
Ｌ’は、Ｑ、標的化部分、分析物分子、固体支持体、固体支持体残基、ヌクレオシドまた
は構造（Ｉ）のさらなる化合物、に対するヘテロアルキレンリンカーである、前記〔９２
〕に記載の化合物。
〔９４〕
Ｌ’は、アルキレンオキシドもしくはホスホジエステル部分、またはこれらの組み合わせ
を含む、前記〔９３〕に記載の化合物。
〔９５〕
Ｌ’は、以下の構造：
【化９７】

を有し、ここで：
　ｍ”およびｎ”は、独立して、１～１０の整数であり；
　Ｒeは、Ｈ、電子対または対イオンであり；
　Ｌ”は、Ｒeもしくは直接結合であるか、またはＱ、標的化部分、分析物分子、固体支
持体、固体支持体残基、ヌクレオシドもしくは構造（Ｉ）のさらなる化合物への、連結で
ある、前記〔９４〕に記載の化合物。
〔９６〕
前記標的化部分は、抗体または細胞表面レセプターアンタゴニストである、前記〔９１〕
に記載の化合物。
〔９７〕
Ｒ2またはＲ3は、以下の構造：
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【化９８】

【化９９】

のうちの１つを有する、前記〔９１〕に記載の化合物。
〔９８〕
Ｒ2またはＲ3は、以下の構造：
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【化１００】

を有する、前記〔９１〕に記載の化合物。
〔９９〕
Ｑは、求核性反応性基、求電子性反応性基または環化付加反応性基を含む、前記〔７１〕
に記載の化合物。
〔１００〕
Ｑは、スルフヒドリル、ジスルフィド、活性化エステル、イソチオシアネート、アジド、
アルキン、アルケン、ジエン、ジエノフィル、酸ハライド、スルホニルハライド、ホスフ
ィン、α－ハロアミド、ビオチン、アミノまたはマレイミド官能基を含む、前記〔９９〕
に記載の化合物。
〔１０１〕
前記活性化エステルは、Ｎ－スクシンイミドエステル、イミドエステルまたはポリフルオ
ロフェニルエステルである、前記〔１００〕に記載の化合物。
〔１０２〕
前記アルキンは、アルキルアジドまたはアシルアジドである、前記〔１００〕に記載の化
合物。
〔１０３〕
Ｑは、表１から選択される部分である、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔１０４〕
Ｒ2またはＲ3のうちの一方は、ＯＨまたは－ＯＰ（＝Ｒa）（Ｒb）Ｒcであり、Ｒ2または
Ｒ3のうちの他方は、分析物分子への共有結合を含むリンカー、標的化部分への共有結合
を含むリンカー、または固体支持体への共有結合を含むリンカーである、前記〔７１〕に
記載の化合物。
〔１０５〕
前記分析物分子は、核酸、アミノ酸またはこれらのポリマーである、前記〔１０４〕に記
載の化合物。
〔１０６〕
前記分析物分子は、酵素、レセプター、レセプターリガンド、抗体、糖タンパク質、アプ
タマーまたはプリオンである、前記〔１０４〕に記載の化合物。
〔１０７〕
前記標的化部分は、抗体または細胞表面レセプターアンタゴニストである、前記〔１０４
〕に記載の化合物。
〔１０８〕
前記固体支持体は、ポリマービーズまたは非ポリマービーズである、前記〔１０４〕に記
載の化合物。
〔１０９〕
ｍは、各存在において、独立して、１～１０の整数である、前記〔７１〕に記載の化合物
。
〔１１０〕
ｍは、各存在において、独立して、１～５の整数である、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔１１１〕
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ｎは、１～１００の整数である、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔１１２〕
ｎは、１～１０の整数である、前記〔７１〕に記載の化合物。
〔１１３〕
表３から選択される化合物。
〔１１４〕
分析物分子または標的化部分を標識するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである前記〔７１〕に
記載の化合物と、該分析物分子または該標的化部分とを混合する工程；
　（ｂ）該化合物および該分析物分子または該標的化部分の結合体を形成する工程；なら
びに
　（ｃ）該結合体と式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを反応させて、それによって、少なくと
も１個のＧおよび少なくとも１個のＧ′の反応によって少なくとも１個の共有結合を形成
する工程、
を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
〔１１５〕
分析物分子または標的化部分を標識するための方法であって、該方法は、
　（ａ）Ｒ2またはＲ3は、ＱまたはＱへの共有結合を含むリンカーである前記〔７１〕に
記載の化合物と、式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを混合し、それによって、ＧおよびＧ′の
反応によって少なくとも１個の共有結合を形成する工程；ならびに
　（ｂ）工程（Ａ）の生成物と該分析物分子または標的化部分とを反応させ、それによっ
て、工程（Ａ）の生成物および該分析物分子または標的化部分の結合体を形成する工程、
を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
〔１１６〕
前記〔１〕に記載の化合物を調製するための方法であって、該方法は、前記〔７１〕に記
載の化合物と式Ｍ－Ｌ1b－Ｇ′の化合物とを混合し、それによって、ＧおよびＧ′の反応
によって少なくとも１個の共有結合を形成する工程を包含し、ここで：
　Ｍは、２個またはこれより多くの炭素－炭素二重結合および少なくとも１の共役度を含
む部分であり；
　Ｌ1bは、選択肢的なアルキレン、ヘテロアルキレンまたはヘテロ原子リンカーであり；
そして
　Ｇ′は、Ｇに対する相補的反応性基である、
方法。
〔１１７〕
Ｙ個の蛍光部分Ｍを含む蛍光化合物であって、ここで該蛍光化合物は、所定の波長の紫外
線での励起の際に、同じ波長の紫外線での励起の際の１個のＭ部分のピーク蛍光発光より
Ｙ倍の少なくとも８５％のピーク蛍光発光を有し、ここでＹは、２またはこれより大きな
整数である、蛍光化合物。
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〔１１８〕
１個のＭ部分のピーク蛍光発光よりＹ倍の少なくとも９０％のピーク蛍光発光を有する、
前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１１９〕
１個のＭ部分のピーク蛍光発光よりＹ倍の少なくとも９５％のピーク蛍光発光を有する、
前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２０〕
１個のＭ部分のピーク蛍光発光よりＹ倍の少なくとも９７％のピーク蛍光発光を有する、
前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２１〕
１個のＭ部分のピーク蛍光発光よりＹ倍の少なくとも９９％のピーク蛍光発光を有する、
前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２２〕
Ｙは、２～１００の整数である、前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２３〕
Ｙは、２～１０の整数である、前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２４〕
前記Ｙ個のＭ部分は、独立して、以下の構造：
【化１０１】

のうちの１つを有し、ここで

【化１０２】

は、前記蛍光化合物への結合点を示す、前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２５〕
前記１個のＭ部分は、独立して、以下の構造：
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【化１０３】

のうちの１つを有する、前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２６〕
前記蛍光化合物は、独立して、以下の構造：
【化１０４】

のうちの１つを有するＹ個のＭ部分を含み、ここで
【化１０５】

は、該蛍光化合物への結合点を示し、そして前記１個のＭ部分は、以下の構造：
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【化１０６】

を有する、前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物。
〔１２７〕
前記ピーク蛍光発光は、約５００～約５５０ｎｍの範囲に及ぶ波長にある、前記〔１１７
〕に記載の蛍光化合物。
〔１２８〕
前記蛍光化合物は、少なくとも１個のエチレンオキシド部分を含む、前記〔１１７〕に記
載の蛍光化合物。
〔１２９〕
前記〔１１７〕に記載の蛍光化合物および分析物を含む、組成物。
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